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８月３０日（木）と３１日（金）に大阪市教育委員

会事務局の職員人権研修に招かれ、啓発グループの

「ぽっかぽか」の皆さんと一緒に講演をしてきました。 

今回の人権研修は、２日間で同じ内容の講演と体験

を３コマ実施するといったもので、受講された方は約

４００人になりました。 

前半の１時間は、私から「障がいのある子どもの親

の想い」という事で、母親の視点で子どもが産まれた

時から現在に至るまで、その時どきにあったエピソー

ドを当時の写真を交えて話しました。その後、父親の

視点ということで、子育て中に感じたことを夫にも当

時のことを思い出して原稿を作ってもらい、村江常務

に代読をしていただきました。子育てしていた当時、

父親も母親もジレンマを抱えながら、伝えあうことが

できなかったそれぞれの思いについて、改めて確認し

貴重な機会を頂くことができたと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の受講対象者の年齢層が２０代から５０代と

幅広かったので、捉え方も年齢層や自身の状況によっ

て異なっていたかと思います。単身の方にとっては、

自分の親がどのように思って子育てをしていたかと

いう視点で聞かれていたかもしれません。一方、子育

て 

 

 

ての最中の方にとっては、自身の体験と重ね合わされ

たかもしれません。また、年配の方にとっては自身の

子育てを懐かしく思い出されていたかもしれません。

受講された方それぞれに家庭環境が異なり、感じ方に

ついては一様では無いかと思います。ただ、障がいの

ある子どもがいる親は、世間でいう「普通」という壁

に何度となくぶつかり、乗り越えてきました。障がい

のある子の親の先達として、親御さんの困りごとに寄

り添って一緒に解決に向けて支えて頂けたらと思い

ます。 

後半の１時間は、「ぽっかぽか」さんによる障がい

のある人の疑似体験を行いました。 

研修会の前半は親の想いということであらたまっ

た雰囲気でしたが、後半の疑似体験は幼児から大人ま

で幅広く対応できる、動きまわって、考えて、最後に

は笑いありのプログラムでした。特に今回の研修会で

は体験プログラムを多く準備していましたが、会場が

大きかったので、受講者の皆さん全てに体験してもら

うことができなかった事は残念でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、３回目の研修の時には、投影するはずのパワ

ーポイントのデータがパソコンから無くなっている

というアクシデントもありましたが、「ぽっかぽか」

の皆さんの臨機応変な対応で、受講された皆さんに気

づかれることなく（と思い込んでいます）進めること 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

大阪市教育委員会事務局の職員向け人権研修 
に招かれました 

理事長 小泉 いと子 

  


